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健康の大切さ  ～ 早寝・早起き・朝ご飯 ～ 

校 長  髙 橋 博 幸 

 

暦の上で春の始まりを告げる「立春」から早くも１０日が経ちました。朝晩はまだまだ冷え込

みが厳しいですが、日ごとに春が近づいて来ている感じがします。 

今月は寒波がやって来て雪が降ったり、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ等を発症

した生徒もいて心配しました。それでも生徒たちは校庭に出て、元気に遊んでいます。校長室の

窓から、生徒たちの生き生きとした姿を見るのが一番うれしいです。 

 

さて、２月２１日（水）は、東京都立学校の第１次募集と分割前期募集の学力検査があります。

３年生の中には、追い込みということで、夜遅くまで勉強している人

がいるかと思います。しかし、はっきり言います。それは、マイナス

です。脳は、起きてから３時間ぐらいで活発に活動します。また、よ

く眠ることは、学習したことの記憶を定着させます。今からでも遅く

ありません。朝型の生活に転換してください。９時から試験が始まる

と想定して、６時台に起きる生活をしていきましょう。そのためには

午後１１時前に寝ることが必要になってきます。３年生の皆さんは今

までよく頑張ってきました。なので、この一週間は健康に留意して、

手洗い、換気、しっかり睡眠時間をとること、しっかり朝ご飯をたべることを心がけてください。

つまり、「早寝・早起き・朝ご飯」です。１・２年生の皆さんも、３年生のがんばりを、ぜひ見習

ってほしいと思います。２月２６日（月）から学年末考査がはじまります。計画を立てて、学習

に力を入れてほしいと思います。皆さんの頑張りを期待しています。 

 

いよいよ３年生の卒業式まで 1 カ月あまりとなりました。３年生はこの忠生中を立派に盛り立

て、１・２年生の良き先輩として、良き見本としてよく頑張ってくれました。先輩たちからの伝

統を引き継ぎ、そのバトンをしっかりと後輩に渡してくれました。皆さんが頑張れたのは皆さん

自身の努力の賜物であることは間違いありません。でも周りの仲間や家族の支えは必ずあったは

ずですし、そのことに対する感謝の気持ちを皆さんが持てていたことがこの成功、この成長につ

ながったと思います。中学卒業後の進路は一人一人異なります。この先も平坦な道ばかりが続く

とは限りませんし、場合によっては道なき道を進むことがあるかもしれません。自分の人生です

から、これからも自分のために努力するのは当たり前として、自分を支えてくれている人たちへ

の感謝の気持ちも忘れずに。その気持ちがあればきっとそのときもあなたを支えてくれる人はい

るはずですし、いつか必ず道は開けるはず、と信じています。 

 



◎ 職場体験学習〜 体験での学びを自分たちの社会へ 〜 

 ２年生は、１月１６日（火）から１月１８日（木）までの３日間、事業所での職場体験学習を

行いました。２年生の皆さんは、各事業所で一生懸命に頑張っていました。真剣に仕事に取り組

んでいる生徒の皆さんを見ることができ、先生たちも大変うれしかったです。最終日には、職場

に慣れてきて、テキパキと仕事をする姿が見られました。また、事業所の方からも、お褒めの言

葉をたくさんいただきました。以下に、一部抜粋して内容を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各事業所の皆様には、大変お世話になりました。職場体験学習へのご協力、本当にありがとう

ございました。心より感謝いたします。今後も、忠生中学校の生徒たちをよろしくお願いいたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 真面目にコツコツと意欲をもって取り組んでくれました。挨拶や返事もしっかり出来てい

て、明るい笑顔がとても印象的でした。作業途中で終了する際も最後までやり切ってくれ、

責任感の強さを感じました。今後も、人の気持ちを明るくさせてくれる存在であって欲しい

と思います。 

・ 積極的に子供と関わる姿勢（声かけ、机間巡視、あそびなどの関わり）、教師としての姿勢

（丸付け、励まし等）どちらも持ち合わせていました。自分なりに仕事を探して、前向きな

態度で仕事に取り組んでいました。将来、人と関わる際に今回の経験を思い出して頂けたら

と思います。 



◎ 第５７回東京都中学校アンサンブルコンテスト 〜素晴らしい演奏をありがとう！〜 

１月２１日（日）、府中の森芸術劇場ふるさとホールで「第５７回東京都中学校アンサンブル

コンテスト」が開催されました。本校の吹奏楽部に所属する女子生徒７人が、管楽七重奏でアン

サンブルコンテストに出場し、銅賞を受賞しました。出演した生徒の皆さんは、気持ちをひとつ

に、心をひとつに、素晴らしい演奏を披露してくれました。５分間の演奏時間でしたが、心に響

く見事な演奏に感動しました。演奏が終わった後に、演奏した生徒の皆さん、吹奏楽部の顧問の

先生、応援に来た生徒の皆さんと先生で写真を撮りました。皆さん、とっても笑顔が輝いていま

す。出演した生徒の皆さんの一生懸命の頑張りに拍手です。素晴らしい演奏をありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 市教委訪問 〜忠生中の子どもたちはあいさつが良い〜 

１月２２日（月）午後 1時２５分から「市教委訪問」がありました。町田市教育委員会の坂本修

一教育長をはじめ、森山賢一教育委員、井上由奈教育委員、石坂泰弘学校教育部長、大山聡指導室

長、そして、各課の課長さんたちが来校し、授業観察や校内視察をしていただきました。学校管理

職との懇談では、町田市教育委員会の皆様から、授業を見ての感想や、ご助言をいただきました。

「忠生中の子どもたちはあいさつが良いです」と、お褒めの言葉をいただきました。今後は、市教

委の皆様からいただいたご助言を生かし、さらに良い学校にしていきたいと思います。ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎ 小中交流会 〜仲良く交流しました〜 

1 月２３日（火）１０時から、アリーナで「小中交流会」を４年

ぶりに対面で開催しました。この交流会は、忠生小学校、小山田南

小学校、小山小学校の特別支援学級の児童の皆さんと、忠生中学校

の９組の生徒の皆さんが一緒に活動する会です。 

はじめに、９組の生徒の皆さんが、ぶち合わせ太鼓を発表しまし

た。緊張している様子も見られましたが、練習の成果を発揮し、堂

々と演奏することができました。 

次に、９組の３年生が、忠生中学校の紹介をしました。とても分

かりやすいです。小学生の皆さんは、よく聞いていました。 

また、小学生の皆さんも、楽器の演奏や、学校紹介、SDGｓクイズ、

ゲームなど真剣に一生懸命発表していました。 最後に、９組の生

徒の皆さんは、ソーラン節を発表しました。生徒の皆さんは、心を

ひとつに全力で取り組みました。素晴らしい踊りに感動しました。 

交流会に参加した児童・生徒の皆さんは、お互いの発表を見学し

て、笑顔いっぱいの充実した交流ができました。来年度も、このよ

うな交流ができることを楽しみにしています。忠生小学校、小山田

南小学校、小山小学校の児童の皆さん、ありがとうございました。 

  

 

 

◎ 町田市花壇コンクール表彰式 

１月２６日（金）午後１時３０分から町田市民フォーラムで、町田市花壇コンクールの表彰式が

開催されました。忠生中学校からは、校長先生と花＋花サークルの藤沼さんが出席しました。 

園芸委委員会の生徒の皆さんと、花＋花サークルの皆様の努力のおかげで、春と秋の花壇コンク

ールで「優良賞」を受賞することができました。また、何よりも花の香りただよう美しい忠生中学

校にしていただきました。生徒や来校する方々の心を優しくしてくれます。ご協力をいただきまし

た全ての方々に心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

 

 



◎ 全校朝礼 ～９組の生徒がぶち合わせ太鼓とソーラン節を発表～ 

 １月２９日（月）８時３０分から、全校生徒がアリーナに集

まり、全校朝礼を行いました。校長先生からは、「進路決定の

時期を迎えて」というテーマでお話がありました。このお話の

キーワードは３つあります。１つ目のキーワードは、「冬来た

りなば、春遠からじ。必ず春は訪れる！」です。２つ目のキー

ワードは、「苦労したら苦労したぶん、悩んだら悩んだぶん、

その後に訪れる喜び、充実感は、半端なく大きくなる！」です。

最後の３つ目のキーワードは、「決定した進路は、自分にとって最良、最適の進路である！」です。

詳しい内容は、１月３１日（水）に校長室の廊下に掲示しています。生徒の皆さんは、是非、読ん

でください。 

校長先生のお話の後に、９組の生徒の皆さんが、全校生徒の前でぶち合わせ太鼓とソーラン節を

発表しました。はじめは緊張している様子も見られましたが、練習の成果を発揮し、堂々と演奏す

ることができました。素晴らしい太鼓の演奏とソーラン節に、見ていた生徒の皆さんは大きな拍手

を贈りました。最後に、校長先生が９組の生徒の皆さんに感謝の言葉を伝えました。 

  

 

 

 

 

 

 

◎ 町田市中学生フォーラム 〜ＳＮＳの情報の取扱に関する意識の向上に向けて〜 

１月２９日（月）午後１時３０分より、町田市役所の１０階で、

「町田市中学生フォーラム」が開催されました。本校からは、生徒

会長のＹ.Ｍさんと副会長のＮ.Ｍさんが参加しました。 

今年度のテーマは、「ＳＮＳの情報の取扱に関する意識の向上に

向けて」です。開会式では、開会のことばを、忠生中学校の生徒会

長のＹ.Ｍさんが、立派につとめました。次に、町田市教育委員会

の坂本修一教育長からご挨拶がありました。 

開会式の後に、町田市立中学校全校の代表者が６つのグループに

分かれて意見交換を行いました。グループワークは２回行われまし

た。自己紹介の後に、グループワーク用スライドを見ながら、自校

の取組（背景・方法・成果等）を伝えました。各学校の SNSの情報

の取扱に関する意識の向上に向けた取組の共有を行いました。 

意見交換後、市内の児童と生徒に向けたキ

ャッチコピーを各グループで作成しました。 

忠生中が所属したＢグループが作成したキャッチコピーは『守ろう！

自分との約束、気づいて！見えない言葉のナイフ』です。各学校の代表

者による活発な協議のもと、素晴らしいキャッチコピーができました。

ぜひ、このキャッチコピーを思って、正しくＳＮＳを利用することを願

っています。代表の生徒の皆さん、ありがとうございました。 



◎ 特別支援学級スポーツ交流会 ～９組の生徒がバスケットボールで躍動～ 

２月２日（金）午前１０時から、町田市立総合体育館メイン

アリーナで特別支援学級スポーツ交流会が開催されました。町

田市立中学校の特別支援学級の全生徒が集合しました。 

開会式の最後に準備体操を行いましたが、準備体操は忠生中

学校の生徒が担当しました。３年生のＳ.Ｒ君が、全体に指示を

出しました。生徒の皆さんや会場にいる校長先生方も、一生懸

命、準備体操をしました。 

スポーツ交流会の種目は、バスケットボールです。バスケットボールコート３面で試合を行いま

した。試合が始まるまで、ドリブルやパス、シュート練習をしました。試合中は、生徒の皆さんは、

一生懸命にボールを追いかけていました。素晴らしいです。諦めずに頑張る姿はとても素敵でした。 

９組の生徒の皆さんの笑顔や躍動している姿は、とても輝いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 音楽座ミュージカル「リトルプリンス」を鑑賞 ～大切なことは目に見えないんだよ～ 

２月７日（水）１３時３０分から、本校の体育館棟のアリーナで、２・３年生

の生徒の皆さんと保護者、地域の方々と一緒に、音

楽座ミュージカル「リトルプリンス」を鑑賞しまし

た。生徒の皆さんの中には、はじめてミュージカル

を見る人もいたようです。また、本物のミュージカ

ルにとても感動しました。「心で見なくちゃ物事は分からないん

だ。大切なことは目に見えないんだよ。」と語るキツネの言葉が心

に響きました。音楽座ミュージカルの劇団員の方々からは、「忠生

中の生徒のみなさんの鑑賞態度はとても素晴らしい。体育館ではな

く、劇場で演技をしているようでした。」と、おほめの言葉をいた

だきました。素晴らしいミュージカルをありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒代表お礼の言葉 

 本日は、私たち中学生があまり触れることのないミュージカルを見させていただき、大変良い

機会となりました。３年生は、今現在、受験勉強に励んでいる生徒がたくさんいます。日々遅く

まで勉強している人が多いと思いますが、良い気分転換になったと思います。 

 また、将来の仕事を考える中で、このような多くの人を笑顔にできる仕事はとても素敵だと改

めて感じました。私は今日初めてミュージカルを見させていただいたのですが、移り変わってい

くキャラクターの心情や、リズミカルな曲調にとても心が躍りました。面白かったので、今度は

原作の本を読んでみたいと思います。本日は、ありがとうございました。 

３年１組 Ａ.Ｙさん 

 



◎ スキー移動教室 ～寒い冬でも温かい友の声～ 

２月７日から９日の３日間、１年生は元気に雪国での生活を楽しんできました。往復のバスも順

調、暖かな冬のために心配されていたゲレンデの状態も、寒波で降った雪のため良好でした。高い

晴天率を誇る白樺湖ロイヤルヒルスキー場は、１年生に絶好の条件の２泊３日の体験場所を与えて

くれました。 

それに答えるように、経験者は格段に上達し、はじめてスキーに挑戦した生徒も最終日には見事

な滑りを見せていました。お世話になったインストラクターの先生からは「この学校の生徒は上手

ですね。素直だから伸びるのが早い。」とお褒めの言葉をいただきました。実行委員の準備や現地

での活躍もあり２泊３日の移動教室を大成功のうちに終えることができました。 

宿舎の生活もそれぞれが係の役割を果たし、たくさん食べて寝て、充実した生活を送ることがで

きました。この移動教室を通して、スローガンである「白銀の世界をかけぬけろ～結晶のように輝

く笑顔、雪のように固まる絆～」はおおむね達成できたと言っていいでしょう。そして、「この移

動教室を無事に終えることができたのは、家族をはじめとする多くの方たちの支えがあったからこ

そだ。」と言うことを学んだ３日間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


